
感染症情報 ２月２４日～３月２日

④咽頭結膜熱

②ＲＳウイルス感染症

⑤水痘

３５４例（堺市 

４９例（堺市 ４例）
４３例（堺市 ４例）

報告数による順位。前週比３．２％減の２，７８５件。感染性胃腸
炎が府下で前週から２％減、堺市で前週１９７例→今回１８７例。
ＲＳウイルス感染症が府下で１％減、堺市で前回３２例→今回２６例。
溶連菌感染症が府下で２１％減、堺市で前週３２例→今回２０例。
咽頭結膜熱が府下で２％増、堺市で前週７例→今回４例であった。
水痘が大阪府で前週から８％増、堺市で６例→４例であった。
基幹定点だけが報告するマイコプラズマ肺炎は、大阪府で前週
５例→今回７例。堺市は４週続けて０例であった。
インフルエンザが府下で前週５１５例→今回５２７例で２％増。堺
市は前週５３例→今回２３例で５７％の大幅減。定点当たり大阪府
は１．７５、堺市は０．７９であった。北河内、中河内、南河内、大阪
市東部、大阪市南部ブロックでは増加していたとある。

２６例）
③溶連菌感染症 １８３例（堺市 ２０例）

１８７例）

府下３０２医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 ２，０５９例（堺市

５２７例（堺市インフルエンザ ２３例）

府下３０２医療機関（堺市２９）から

８６２例（堺市新型コロナウイルス感染症 １０３例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回９３８例
→今回８６２例で８％減、定点当たり３．１１→２．８５であった。堺市
で前週９７例→今回１０３例で６％増、定点当たり３．３４→３．５５で
あった。大阪府のブロック別でワーストとなった。

大阪府定点 ２．８５ 堺市定点 ３．５５

麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
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から
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８０歳
以上

合計
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